
～

’

昭和耳9年5月10日　（毎月10日発行）〔禦畿嚴謁〕第189号

　人口の動き

　5月1日現在
男5．166（一10）
女　　 5．239（1－7）

計10．405（一17）

世帯数2．358（一4）

（）内は前月との比較
発行川西町・町長根津正三編集企画室広報係小海正隆定価1部5円印刷白南風社

灘

轟

灘
嚥

購

，
　
華
■
，
薙

欝

　　　　　　き　　　　蝦　　　　難　　蝶　羅

鞭

懸

慈

蘇

撚 鑛

照
蕪

轍
懸

灘
撫
、
驚
蝉
欝

籔
．
灘

　
　
論

難
　
辮

難
鑛

　
　
岬

繍

難
灘
鞍
灘
溢
鍾

　
　
　
　
鮮

鵜

椰
　
懸
榊：＝瀞

　
　
　
　
　
馨
懇
灘
灘
難
灘
雛

珊
灘
灘
雛
酷
雛　

羅

麟
　
　
難

》

……鱗鍾，葦

騨

灘

　

・
’
灘
騨

　
雛

レ
開
所
式
全
景

待
ち
わ
び
た
セ
ン
タ
ー

開
所
式
二
百
五
十
人
が
列
席

　
先
月
二
十
七
日
に
、
総
合
セ
ン
タ
ー

の
開
所
式
と
、
高
校
の
分
校
開
校
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
校
式
は
、
分
校
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
式
典
終
了
後
に
は
、
総
合

セ
ン
タ
ー
に
場
所
を
移
し
て
、
開
所
、

開
校
の
祝
賀
会
を
ひ
と
つ
の
会
場
で
盛

大
に
催
し
ま
し
た
。

　
祢
津
県
議
を
は
じ
め
、
県
教
委
関
係

者
、
近
隣
市
町
村
長
、
地
元
関
係
者
な

ど
お
よ
そ
二
百
五
十
名
が
、
広
い
ホ
ー

ル
い
っ
ぱ
い
を
う
め
つ
く
し
、
喜
ぴ
に

わ
く
町
の
前
途
を
祝
い
あ
い
ま
し
た
。

　
席
上
、
春
日
十
日
町
市
長
は
、
　
「
高

校
の
分
校
が
開
校
し
、
立
派
な
総
合
セ

ン
タ
ー
も
完
成
、
川
西
町
は
ま
さ
に
両

手
に
花
で
う
ら
や
ま
し
い
限
り
だ
。
」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
印
象
的
で
し
た
。

　
こ
の
開
所
式
で
は
、
セ
ン
タ
ー
建
設

に
尽
力
さ
れ
た
協
和
建
設
、
土
地
提
供

者
の
酒
井
軍
平
、
南
雲
春
雄
の
三
氏
に

感
謝
状
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
校
関
係
者
も
一
同
に
会
す

る
中
で
、
こ
の
地
域
に
是
非
県
立
高
等

学
校
の
誘
致
を
、
と
い
う
宣
言
文
が
読

み
あ
げ
ら
れ
、
万
場
の
は
く
手
で
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
分
校
の
開
校
を
契
機
に

今
後
は
、
近
隣
市
町
村
と
手
を
た
ず
さ

え
な
が
ら
、
強
力
な
誘
致
運
動
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
あ
と
、
上
野
の
す
み
れ
会
の
み

な
さ
ん
に
よ
る
民
踊
が
ひ
ろ
う
さ
れ
、

祝
宴
に
花
が
そ
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
四
月
か
ら
す
で

に
み
な
さ
ん
に
解
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
教
育
、
研
修
、
集
会
に
、
ま
た
憩
い

の
場
と
し
て
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま

す
。

　
広
い
駐
車
場
も
完
備
し
ま
し
た
し
、

有
線
放
送
も
入
り
ま
し
た
。
番
号
は
、

千
手
有
線
の
四
五
一
七
番
で
す
。

　
な
お
、
施
設
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

す
べ
て
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
建
物
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
使
用
後
の
あ
と
し
ま
つ
な

ど
に
は
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

5月の休日救急医

（急患以外は受付しません）

TEL　2一一2957

TEL　7－5018

TEL　2－5161

大島医院
中条病院
十日町病院

5月12日

5月19日

5月26日
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踊
開
校
式
一

校高

一
題
1
1

独
立
校
へ
の
夢
を
托
し
て

　
　
盛
大
に
分
校
開
校
式

　
当
町
に
は
、
定
時
制
の
分
校
が
千
手

仙
田
の
二
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
仙
田
分
校
は
、
昼
間
定
時
制
と
し

て
、
昭
和
二
十
三
年
に
設
立
さ
れ
、
二

百
七
十
六
名
の
卒
業
生
を
み
ま
し
た
が

生
徒
数
の
減
少
か
ら
、
四
十
七
年
に
は

閉
校
を
余
儀
な
く
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
千
手
分
校
も
同
じ
時
期
に
、

夜
間
定
時
制
と
し
て
発
足
、
今
日
ま
で

五
百
三
十
九
名
が
卒
業
し
て
い
ま
す
が

や
は
り
希
望
者
の
減
少
か
ら
、
四
十
八

年
度
を
も
っ
て
募
集
を
停
止
し
ま
し
た

　
最
近
で
は
高
校
教
育
も
ほ
と
ん
ど
義

務
教
育
の
延
長
と
い
つ
た
考
え
方
が
強

　
　
　
　
　
㎜
雛
織

　
　
　
　
　
縫
懸
　
，

　
　
　
　
　
髪

㌔
）

、
瓦

　　　務難

灘

灘

く
、
当
町
に
お
い
て
も
八
十
七
パ
ー
セ

ン
ト
か
ら
の
進
学
希
望
者
が
で
て
い
ま

す
。
そ
れ
も
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
全
日

制
を
希
望
し
、
定
時
制
へ
の
希
望
者
は

何
人
も
い
な
い
と
い
う
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
進
学
希
望
者
が
多
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
高
校
数
の
不
足
（
中
魚

十
日
町
地
区
で
三
校
）
の
た
め
、
向
学

心
に
燃
え
る
若
人
の
意
欲
を
ふ
み
に
じ

る
場
面
も
多
く
、
町
で
は
高
校
誘
致
に

つ
い
て
真
剣
に
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
県
当
局
と
も
再
三
の
交
渉
を
行
い
、

受
入
れ
態
勢
を
整
え
て
き
た
わ
け
で
す

　
　
　
　
　
　
が
、
時
を
同
じ
く
し

　
　
　
　
　
　
て
、
十
日
町
高
校
で

　
　
　
　
　
　
も
学
級
増
を
し
な
け

　
　
　
　
　
　
れ
ば
受
入
れ
が
困
難

　
　
　
　
　
　
な
事
態
と
な
り
、
こ

　
　
　
　
　
　
こ
に
十
日
町
高
校
川

川西分校誕生の式典

西
分
校
の
誕
生
を
み

る
こ
と
が
で
き
た
わ

け
で
す
。

　
こ
と
し
は
一
学
級

四
十
四
名
の
生
徒
が

勉
学
に
励
ん
で
い
ま

す
。

町
で
は
こ
の
分
校

設
立
を
足
が
か
り
と

し
て
、
近
い
将
来
に

は
独
立
高
校
を
と
い

う
こ
と
で
、
引
続
い

て
運
動
中
で
あ
り
、

す
で
に
高
校
敷
地
に
つ
い
て
も
内
定
し

て
い
ま
す
。

　
去
る
二
十
七
日
に
は
、
川
西
分
校
の

開
校
式
が
行
わ
れ
、
県
関
係
者
な
ど
多

数
の
方
々
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
席
上
で
も
、
独
立
高
校
の
誘
致
宣
言

を
す
る
な
ど
、
教
育
に
対
す
る
町
の
熱

意
を
あ
ら
わ
し
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
今
在
校
中
の
生
徒
四
十

四
名
の
う
ち
、
二
十
五
名
は
川
西
町
、

十
九
名
は
町
外
か
ら
通
学
し
て
い
ま
す

　
ま
た
、
定
時
制
の
生
徒
二
年
か
ら
四

年
ま
で
五
十
一
名
も
、
同
じ
校
舎
で
学

ん
で
い
ま
す
。

◇

つ
の
中
で
、
児
童
一
同
真
剣
な
表
情
を

み
せ
た
開
校
式
で
し
た
。

　
（
近
代
建
築
　
仙
田
小
）

環
境
バ
ツ
グ
ン

新
生
仙
田
小
学
校

　
仙
田
地
区
の
三
小
学
校
が
閉
校
し
た

こ
と
は
、
前
月
号
で
お
知
ら
せ
の
と
お

り
（
閉
校
式
三
月
二
十
一
日
は
、
三
月

二
十
四
日
の
あ
や
ま
り
で
し
た
。
）
で

す
が
、
先
月
二
十
四
日
に
は
、
新
生
仙

田
小
学
校
の
開
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
小
高
い
丘
に
位
置
す
る
仙
田
小
学
校

は
、
校
庭
に
桜
並
木
を
有
し
、
渋
海
の

流
れ
を
眼
下
に
見
わ
た
せ
る
、
最
も
環

境
の
良
い
所
で
す
。

　
こ
こ
で
学
ぶ
児
童
は
、
百
四
十
五
名

先
生
十
三
名
、
近
代
的
な
施
設
設
備
を

整
え
、
三
階
建
て
の
立
派
な
校
舎
の
完

成
と
と
も
に
、
こ
と
し
は
屋
体
も
完
成

の
予
定
で
、
み
ん
な
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し

た
。　

良
い
環
境
の
中
で
、
新
生
仙
田
小
学

校
の
初
代
に
学
ぶ
み
な
さ
ん
は
し
あ
わ

せ
で
す
。
一
生
懸
命
勉
強
し
て
立
派
な

人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
、
と
の
あ
い
さ

車
の
あ
る
方
．
ご
注
意
を
”

税
の
納
期
が
年

　
今
年
か
ら
、
自
動
車
税
の
納
期

が
年
一
回
（
五
月
）
に
な
り
ま
し

た
。

　
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
、
今

月
中
旬
に
納
税
通
知
書
を
送
り
ま

す
の
で
、
期
限
（
五
月
末
日
）
内

の
自
主
納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
自
動
車
税
は
、
年
度
初
日
（
四

月
一
日
）
現
在
の
陸
運
事
務
所
に

登
録
さ
れ
て
あ
る
使
用
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

自
動
車
を
、
下
取
り
に
出
し
た
り

売
り
渡
し
た
り
、
あ
る
い
は
廃
車

し
た
と
き
は
、
た
だ
ち
に
登
録
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
手

続
き
を
他
人
に
頼
ん
だ
場
合
に
は

回
に

確
実
に
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
、
必
ず
確

か
め
て
く
だ
さ
い
。

　
廃
車
す
る
と
、
税
額
の
再
計
算
を
行

い
、
完
納
さ
れ
て
い
る
と
き
は
翌
月
以

降
の
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
し
、
名
義
変

更
の
と
き
は
、
翌
年
度
分
か
ら
、
買
主

に
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

印
紙
税
が
変
わ
り
ま
し
た

　
今
月
か
ら
印
紙
税
の
税
額
が
変
わ
り

ま
し
た
。
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◎
金
銭
や
有
価
証
券
の
受
取
書

一
、
　
五
十
万
円
を
超
え
る
売
り
上
げ
代

　
金
の
受
取
書
は
、
そ
の
受
取
金
額
に

　
応
じ
て
印
紙
税
が
か
か
る
こ
と
に
な

　
り
ま
し
た
。
　
（
い
ま
ま
で
は
受
取
金

　
額
に
関
係
な
く
、
一
通
に
つ
き
二
十

　
円
）

二
、
　
売
り
上
げ
代
金
の
受
取
書
で
、
受

　
取
金
額
が
五
十
万
円
以
下
の
も
の
及

　
ぴ
売
り
上
げ
代
金
以
外
の
受
取
書
は

　
五
十
円
の
印
紙
税
と
な
り
ま
す
。

　
　
な
お
、
営
業
に
関
係
の
な
い
受
取

　
書
に
は
、
従
来
と
同
じ
よ
う
に
印
紙

　
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

三
、
　
受
取
書
の
免
税
点
が
、
三
万
円
未

　
満
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
　
（
い

　
ま
ま
で
は
一
万
円
未
満
）

◎
不
動
産
売
買
契
約
書
、
請
負
契
約

　
書
、
手
形
な
ど
の
よ
う
に
、
従
来
か

　
ら
記
載
金
額
に
応
じ
て
印
紙
税
が
か

　
か
っ
て
い
た
文
書
の
う
ち
、
高
額
な

　
記
載
金
額
の
も
の
に
つ
い
て
税
額
が

　
上
が
り
ま
し
た
。

◎
　
預
貯
金
証
書
、
委
任
状
、
物
品
売

　
買
契
約
書
な
ど
は
、
印
紙
税
が
五
十

　
円
に
な
り
ま
し
た
。
（
従
来
は
一
律

　
二
＋
円
）

　
ま
た
、
請
負
契
約
書
、
手
形
、
物
品

　
切
手
、
株
券
な
ど
の
最
低
税
額
は
五

　　春の大掃除を行いましよう！γ
　天気の良い日をみはからって、大掃除を行い、不

要のものを整理するなど、家の内外をきれいにしま

しよう。町内ぐるみで下水溝、側溝などを掃除し、

カやハエの発生を防止しましよう。

　　ごみの不法投棄はやめましよう！7
　川や池、公園などにごみを捨てないよう、お互い

に注意しきれいな環境をつくりましよう。

　
十
円
に
な
り
ま
し
た
。
　
（
従
来
は
二

＋
円
）

※
印
紙
税
の
か
か
る
文
書
は
、
数
多

く
あ
り
ま
す
の
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

は
遠
慮
な
く
税
務
署
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。
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選事知

いまひと押しの投票率

意
外
に
低
調
な

ム
ー
ド
と
言
わ
れ

た
知
事
選
で
し
た

が
、
当
町
で
は
ど

う
や
ら
八
十
パ
ー

セ
ン
ト
を
こ
え
る

投
票
率
と
な
り
、

ま
あ
ま
あ
の
結
果

の
よ
う
で
す
。
欲

を
言
え
ば
も
う
ひ

と
押
し
欲
し
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
こ

れ
は
次
回
の
参
院

選
に
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
回
の
知
事
選

は
、
最
初
か
ら
盛

り
あ
が
り
が
見
ら

れ
な
か
っ
た
と
い

う
声
が
聞
か
れ
ま

　
　
男
．
．
．
．
．
．
．
．

　
　
女
：
：
：
：

　
　
計
：
：
：
：

▽
投
票
率

　
　
男
：
．
．
．
．
．
．

　
　
女
：
：
：
：

　
　
計
：
：
：
：

▽
投
票
総
数
の
う
ち

　
　
有
効
投
票

　
　
無
効
投
票

▽
候
補
者
別
得
票
数

　
　
君
　
健
男

　
　
松
沢
俊
昭

　
　
浦
沢
与
三
郎

一
一
、
七
九
〇
人

三
、
〇
五
八
人

丑
、
八
四
八
人

七
九
、
五
一
％

八
O
、
七
九
％

八
O
、
一
八
％

　
候
補
者
に
何
を
期
待
し
ま
す
か
。

7
　
国
県
の
選
挙
は
、
と
か
く
棄
権
が

　
多
く
な
り
ま
す
が
、
ど
う
し
た
ら
い

　
い
と
思
い
ま
す
か
。

a
　
投
票
者
の
選
定
は
政
党
に
よ
り
ま

　
す
か
、
そ
れ
と
も
個
人
を
見
て
選
ぴ

ま
す
か
。

（
中
仙
田
）

大
衆
の
カ
の

　
　
大
き
さ
痛
感

五
、
七
三
三
票

　
一
一
匠
票

三
、
五
二
五
票

一
、
九
四
〇
票

　
二
六
八
票

初
投
票
の
人
に

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

　
こ
と
し
成
人
と
な
り
、
知
事
選
で
は

じ
め
て
選
挙
権
を
有
し
た
人
が
、
当
町

で
は
男
二
十
九
名
、
女
二
十
七
名
の
五

十
六
名
い
ま
す
。

　
参
議
院
議
員
の
選
挙
も
間
近
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
じ
め
て
投
票
所
に

行
き
、
自
ら
一
票
を
投
じ
ら
れ
た
方
々

に
、
そ
の
感
想
を
伺
う
意
味
で
次
の
よ

う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
み
ま
し
た

t
　
は
じ
め
て
の
投
票
を
さ
れ
ど
ん
な

　
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
か
。

2
　
投
票
所
の
ふ
ん
い
き
は
い
か
が
で

　
し
た
か
。
　
（
投
票
し
や
す
か
っ
た
か

　
改
善
す
べ
き
点
な
ど
）

a
　
各
候
補
の
政
見
放
送
な
ど
聞
き
ま

し
た
か
。

4
　
知
事
選
は
関
心
が
う
す
か
っ
た
と

　
い
う
世
論
で
す
が
、
あ
な
た
は
ど
う

で
し
た
か
。

a
　
明
正
選
挙
と
い
う
こ
と
を
ご
存
知

　
で
す
か
。

a
　
参
院
選
が
近
づ
き
ま
し
た
が
、
立

こ
れ
以
上
住
み
に
く
く

し
な
い
で
〃

　
　
　
　
小
林
園
生
子
さ
ん

t
　
も
っ
と
関
心
を
も
っ
て
、
勉
強
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
お
け

し
た
が
、
投
票
日
の
悪
天
候
も
影
響
し

て
か
、
有
権
者
の
足
も
自
然
に
ぶ
っ
た

よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
転
勤
、
転
出
の
関
係
で
手
続

き
が
で
き
ず
、
貴
重
な
｝
票
を
行
使
で

き
な
か
っ
た
例
も
見
受
け
ら
れ
、
反
省

さ
せ
ら
れ
る
点
と
言
え
ま
し
よ
う
。

　
と
か
く
身
近
な
選
挙
以
外
は
、
関
心

が
う
す
れ
、
棄
権
す
る
人
も
多
く
な
り

が
ち
で
す
が
、
政
治
に
参
加
で
き
る
絶

好
の
場
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
な
た

の
貴
重
な
一
票
の
ゆ
く
え
を
み
つ
め
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

知
事
選
当
町
の
結
果

▽
当
日
の
有
権
者
数

　
　
男
・
．
・
：
．
・
．

　
　
女
・
：
：
：
・

　
　
計
・
：
：
：
・

▽
投
票
者
数

三
、
五
〇
九
人

三
、
七
八
孟
人

七
、
二
九
四
人

ば
よ
か

っ
た
と

反
省
さ

せ
ら
れ

た
。2

投

　
票
し
や
す
い
ふ
ん
い
気
づ
く
り
は
、

　
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
。
　
（
立
会
人

　
が
正
座
さ
れ
て
い
る
の
に
、
私
た
ち

　
は
立
っ
て
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
少

々
緊
張
し
た
。
）

　
　
一
度
も
聞
か
な
か
っ
た
。

　
　
t
と
同
じ
。

　
　
明
る
く
正
し
い
選
挙
と
思
う
。

　
　
も
っ
と
住
み
良
く
：
：
は
み
ん

　
な
の
願
い
だ
が
、
こ
れ
以
上
住
み
に

　
く
く
な
ら
な
い
よ
う
努
力
し
て
ほ
し

い
。

　
そ
の
周
辺
に
集
中
し
が
ち
な
の
で
、

　
町
や
村
な
ど
小
さ
い
単
位
で
の
運
動

　
を
も
り
た
て
、
自
分
た
ち
で
選
ぴ
、

　
立
候
補
者
の
方
に
意
見
を
反
映
し
て

　
く
れ
る
よ
う
期
待
し
て
、
投
票
し
た

　
ら
よ
い
と
思
う
。

a
　
個
人
を
み
て
選
ぴ
た
い
と
思
う
。

a珠567
　
選
挙
運
動
は
、
と
か
く
大
都
市
や

佐
藤
　
稔
さ
ん

　
　
　
　
　
t
大

　
　
　
　
　
衆
の
力

　
　
　
　
　
の
大
き

　
　
　
　
　
さ
を
感

　
　
　
　
　
』
じ
た
。

　
　
　
　
　
　
（
一
人

　
　
　
　
　
の
力
で

　
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
。
）

2
良
か
っ
た
。

3
　
聞
い
た
。

4
　
比
較
的
関
心
を
も
っ
た
よ
う
だ
。

5
知
っ
て
い
る
。

6
　
明
る
く
正
し
い
選
挙
。

π
　
大
衆
の
中
の
自
分
を
考
え
て
み
る

8
　
個
人
と
政
党
の
両
方
を
見
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
沢
）

入
り
ゃ
す
い

　
　
投
票
所
に

　
　
　
　
富
井
た
ず
子
さ
ん

t
　
あ
ま
り
実
感
が
な
か
っ
た
。

2
　
は
じ
め
て
の
せ
い
か
、
入
り
ず
ら

　
く
明
る
い
感
じ
が
な
い
よ
う
に
思
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
だ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
が
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
で
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
な
ふ

　
ん
い
気
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

a
新
聞
で
一
回
。

生
　
べ
つ
に
感
じ
な
か
っ
た
。

5
　
字
の
と
お
り
、
明
る
く
正
し
い
選

　
挙
の
こ
と
と
思
う
。

a
　
自
分
の
言
っ
て
い
る
こ
と
を
実
行

　
し
て
い
る
人
な
ら
何
で
も
い
い
。

π
　
そ
う
い
う
者
は
、
い
く
ら
口
で
言

　
っ
て
も
ダ
メ
な
ん
だ
か
ら
、
し
か
た

　
な
い
の
じ
ゃ
な
い
か
。

a
　
今
の
と
乙
ろ
個
人
を
見
て
選
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
）

お
か
し
な
社
会
に

　
　
歯
止
め
を
〃

　
　
　
　
　
　
太
田
厚
生
さ
ん

　
じ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
っ
た

t
　
お
と
な
に
な
っ
た
な
あ
と
い
う
感

．
投
票
し
や
す
か
っ
た
。

2
．
　
一
～
二
回
程
度
聞
い
た
。

3
．
　
自
分
と
し
て
は
、
大
変
に
意
義
の

4

2．1．

一
票
の
重
さ
を

　
　
認
識

　
　
　
　
平
野
久
代
さ
ん

自
分
の
一
票
の
重
さ
を
感
じ
た
。

立
会
人
に
観
察
さ
れ
て
い
る
感
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
し
た

　　　》

考も位し場
えつ置て所記
てとをもに入

ほ
し
い
。

　
具
体
的
な
政
策
が
な
か
っ
た
。

　
が
知
事
選
で
あ
っ
た
の
で
、
自
分
の

　
一
票
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
認
識
し
た
つ
も

り
で
あ
る
。

　
を
こ
え
た
立
場
で
の
活
動
を
望
む
。

　
意
識
の
高
揚
を
は
か
る
。
政
治
内
容

の
積
極
的
P
R
．

し
た
人
を
選
ぷ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
善
寺
）

a
　
や
た
ら
と
相
手
万
の
批
判
が
多
く

4
　
私
と
し
て
は
、
は
じ
め
て
の
選
挙

5
知
つ
て
い
る
。

6
　
政
党
間
で
の
権
力
争
い
、
党
利
潤

7
　
二
十
歳
か
ら
三
十
歳
ま
で
の
政
治

a
　
一
概
に
は
言
え
な
い
。
現
状
に
適

　
　
　
選
挙
だ

“
》
つ
た
が

　く

とか：

…1つ
わた

　
れ
る
の
は
残
念
だ
。

a
　
何
か
言
葉
だ
け
の
よ
う
な
気
が
す

　
る
。

6
　
と
に
か
く
、
こ
の
お
か
し
な
社
会

　
に
歯
止
め
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

π
　
市
町
村
の
選
挙
と
ち
が
い
、
国
県

　
の
レ
ベ
ル
は
大
衆
向
け
の
ア
ピ
ー
ル

　
が
ヘ
タ
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
。

a
　
も
ち
ろ
ん
政
党
（
政
党
の
政
策
の

　
内
容
か
ら
判
断
す
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
町
）

　くみ取り料金の変更

　し尿のくみ取り料金が4月20

日から次のように変わりました

新料金　184　43円20銭
（旧料金　184　32円）

　くみ取り申込みは、干手有線

の3213番、斉木政治さんへ。
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妊
産
婦
・
乳
児
の

医
療
費
助
成
手
続

ぎ
を
変
更

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
妊

婦
、
産
婦
、
乳
児
が
医
者
に
か
か
る
と

き
は
、
赤
い
印
の
あ
る
助
成
申
請
書
を

ロ
　
　
　

　
ロ
ヨ
　
　
　
　
ヒ
し
　
ド
ド
ロ
　
し
イ
　
じ
　
　
と
　
ド
　
　
　
ド
　
ヒ
　
ヨ
　
ド
　
　
　
ヒ
　
し
　
ロ
　
　
　
　
ド
　
ヒ
　
ヒ
　
ヨ
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

　　　5月は愛鳥月間です

　野鳥保護について、もう一度考えてみまし
よう。

　かわいいからといって、勝手に取ったり、
飼育することは禁じられています。
　野鳥は美しい自然が大好きです・私たちの
共有財産である野鳥を大切に保護いたしまし
よう。

ダメ、ダメとってはダメ！
（野鳥のひなや卵をとることは禁
じられています。）

持
参
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
四
月
一

日
よ
り
、
こ
の
申
請
書
が
不
要
に
な
り

ま
し
た
。

　
医
者
に
行
く
際
に
は
、
母
子
健
康
手

帳
（
資
格
証
添
付
）
と
保
険
証
だ
け
を

忘
れ
な
い
よ
う
お
も
ち
く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
加
入
者
に
つ
い
て
は
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
。

野
犬
、
放
し
飼
い
犬

の
撲
滅
に
つ
い
て

今
月
九
日
、
十
日
の
両
日
で
、
春
の

㎜
畜
犬
登
録
及
ぴ
狂
犬
病
予
防
注
射
が
終

　

・
わ
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
登
録
や
予
防
注

㎝
射
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
至
急
健
康

㎝
管
理
室
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　い施
絵鰹
本墨入
　里つをにて

配

布

　
こ
と
し
四
月
よ
り
保
育
所
（
認
可
・

へ
き
地
）
及
ぴ
幼
稚
園
に
入
所
し
て
い

な
い
三
歳
以
上
の
就
学
前
児
童
に
対
し

て
、
絵
本
の
無
償
配
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
目
的
は
、
施
設
に
入
所
し
て
い

な
い
児
童
に
対
し
て
、
適
正
な
情
操
を

施
す
こ
と
で
あ
り
、
配
布
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
対
象
年
齢

児
童
。

◎
配
布
す
る
絵
本

　
三
・
四
歳
児

　
五
歳
児

　
な
お
、

よ
い
子

幼
稚
園

　
　
　
　
へ
き
地
保
育
所
入
所
児
童
は

閉
所
時
期
（
一
月
～
三
月
）
の
み
配
布

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
〔
社
会
課
〕

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
　
【
四
月
分
】

▲
寄
贈
者

川
崎
信
夫
（
診
療
所
長
）

▲
入
手
品

書
籍
　
　
（
新
選
風
土
記
）

敬
称
略

…
≡
＝
＝
≡
≡
≡
『
『
＝
≡
≡
≡
＝
≡
＝
＝
一
≡
＝
＝
≡
≡
＝
＝
＝
一
［
一
≡
＝
＝
≡
≡
一
≡
＝
［
＝
＝
＝
＝

田村
村越た

か
さ
ご
ー
こ
円
満
に

り
謂
臨
壁
馨
講
（
◎
◎
顯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
顯

㎜
糠
馨
縫
藻
搬
雛
㎜
懸

一
特
に
学
童
の
通
学
路
、
ゴ
ミ
置
場
近
く

「

　／1
ク、

ρ
4》

　茜当ピ灘墜

｝
に
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
犬
を

㎜
飼
っ
て
い
る
方
は
、
必
ず
「
つ
な
い
で

ハ

｝
」
お
い
て
く
だ
さ
い
。

㎜
　
野
犬
、
放
し
飼
い
犬
を
見
つ
け
た
方

　

｝
は
、
健
康
管
理
室
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

｝
さ
い
。
な
お
、
犬
の
首
輪
に
は
、
鑑
札

　

㎜
及
ぴ
注
射
済
票
を
必
ず
つ
け
て
お
い
て

｝
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

汽
訂
正
〕

一
　
町
政
の
ひ
ろ
ば
十
一
号
で
お
知
ら
せ

㎜
の
、
予
算
の
主
な
使
い
み
ち
中
、
白
倉

一
小
百
周
年
一
千
万
円
と
あ
る
は
、
二
十

｝
万
円
の
、
ま
た
、
町
の
借
金
一
千
百
五

｝
十
万
円
と
い
う
別
表
見
出
し
は
、
一
億

㎜
一
千
．
五
百
万
円
の
あ
や
ま
り
で
し
た
。

｝
お
詫
ぴ
し
て
訂
正
し
ま
す
。

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

高齊田田羽片小小藤上高星大水和
橋木口中鳥桐川海田村橋名井落久
　　　　　　　利　　　　　　　 井

恵大朋秀栄　康枝望国奈卓史　春
吹輔之樹子恵男子美栄央臣子潤美

進辮灘孝墾鵡擁難勝葎
三長長二三長二長長長長長長長三
女男男男女女男女女男女男女男女

　
　
　
　
　
　
（
◎
◎
雛

三
女
木
落
（
◎
◎
鞭

嚴
翌
器
翻

騒
罷
（
◎
◎
鞭

錨
（
◎
◎
顯

灘
（
◎
◎
羅

坪小木仁木木
醜
（
◎
◎
翻

細
⑳
羅

認
雛

　
　
　
正
篁
驚
島
駕
顯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
◎
◎
翻

　
　
　
　
　
，
　
6
b
顯

雛
道
辞
鮮
あ
翻

卿
罪
護
か
あ
縣

囲
鞍
麓
か
あ
雛

簿
難
都
か
蕊
翻

高
橋
幸
司
沖
立

　
上
村
　
淑
子
下
平
新
田
か
ら

　
薫

有
二

福
原
健
治

中
條
公
美
子

清
水
　
　
孝

木
村
知
佐
子

中
川
　
進

原
　
田

上
野
か
ら

下
平
新
田

埼
玉
県
か
ら

仁
　
田

高
塩
由
紀
子
小
千
谷
市
か
ら

高石平根池
橋澤野津竹

松徐義里利
栄子友子治

大
海
み
き
子

丸
山
幸
夫

野
上
　
ユ
キ

羽
鳥
隆
夫

相
崎
美
枝
子

原
　
田

上
野
か
ら

東
善
寺

根霜元上

町
か
ら

町條
か
ら

深

東
善
寺
か
ら

友
重

沖
立
か
ら

藤
巻
　
孝
一
　
発
電
所
通

細
木
三
千
代
小
千
谷
市
か
ら

内
山
　
茂
新
町
新
田

遠
田
　
ミ
サ
十
日
町
市
か
ら

吉
井
正
｝
仁
田

田
中
　
章
子
　
仁
　
田
か
ら

小
林
　
力
司
　
高
原
田

高
橋
あ
い
子
　
上
　
野
か
ら

茂
野
喜
一
室
島

小
林
　
信
子
十
日
町
市
か
ら

北
村
公
男
山
野
田

越
村
フ
ミ
子
十
日
町
市
か
ら

田
畑
正
男
元
町

中
村
　
正
子
　
坪
　
山
か
ら

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

清田齊星
水中木名
幹晴大卓
夫子輔臣

中
島
喜
平
治

和
久
井
愛
蔵

高
橋
肚
平

若
山
與
三
郎

羽
鳥
金
太
郎

和
田
市
太
郎

小
林
ト
メ

小
林
ト
モ

片
桐
源
蔵

渡
邊
ツ
子

伊
勢
平
治

三木上寺仁小

領落野尾田脇

新
町
新
田

木
落

仁
　
田

中
仙
田

中
屋
敷

小
白
倉

上
野

九八七七七六六六五三二一
一二四二〇二一・一三二〇二〇〇

納
税
メ
モ

今
月
は

　
　
軽
自
動
車
税
の

　
　
　
　
　
　
　
納
期
で
す

　
軽
自
動
車
税
は
、
四
月
一
日
現

在
に
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
に
課

税
さ
れ
る
税
金
で
す
が
、
四
月
二

日
以
後
に
所
得
し
た
場
合
は
、
月

割
に
よ
っ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
四

月
二
日
以
後
に
納
税
義
務
が
消
滅

し
た
場
合
は
、
す
で
に
徴
収
し
た

税
金
が
あ
れ
ば
、
月
割
計
算
に
よ

り
還
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

　
な
お
、
今
年
税
法
改
正
に
よ
り

所
有
権
留
保
の
軽
自
動
車
等
に
つ

い
て
は
、
特
別
の
場
合
を
除
き
、

買
主
か
ら
税
金
を
徴
収
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た

交

　
　
　
　
小
白
倉
　
　
　
　
石

夜
桜
や
少
女
の
下
駄
の
鈴
が
鳴
る

温
泉
場
ま
で
の
細
き
道
あ
り
藤
さ
か
り

　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

今
年
ま
た
竹
の
子
取
り
に
湯
治
客

苗
売
り
の
町
に
来
て
居
て
あ
た
た
か
し

　
　
　
　
　
千
手
恵
　
　
　
子

春
泥
の
道
新
し
き
家
の
建
ち

春
雨
の
窓
開
け
尚
も
縫
い
つ
づ
け

　
俳
句
は
季
節
の
詩
で
あ
る
か
ら
季
感

と
い
う
も
の
が
出
て
く
る
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。
｝
つ
の
物
象
の
描
写
か
ら
季

感
が
に
じ
み
出
て
く
る
よ
う
な
も
の
に

そ
の
俳
句
の
深
み
が
湧
い
て
来
ま
す
。

そ
れ
を
ど
う
す
る
か
が
修
業
で
す
。

か
わ
に
レ
じ

俳
壇

　
太
田
白
南
風
選
、

　
　
．
江
口
凡




